しまち ±* つ 

ここで かりに 「縞模様」 と 名 づけた の は、 空間 的に 

ある 週期 性 を も つ て 排列され た 肉眼に 可視 的な 物質的 

形象 を 引つ くるめた 意味で の periodic pattern の義で 

ある。 こういう 意味で は いわゆる 定常波 もこの 中に 含 

まれても いいわけ であるが、 この 動的な そうして すで 

によく 知られて 研究し 尽くされた 波形 はしば らく 別物 

として 取り除いて、 ここで は それ 以外の natural, 

statically (1) 〔# 「(1)」 は 注釈 番号 u periodic 

patterns とで も名づ くべ きもの を 広く いろいろな 方 

面に わたって 列挙して みたい と 思う。 これらの 現象の 

多くの もの は、 現在の 物理的 科学の 領域で は、 その 中 



こっとう てき 

「骨董 的」 な 諸 現象が 新生 命 を 吹き込まれて 学界の 中 

ひのきぶ た い 

心 問題と して 槍 舞台に 押し出されない とも 限らない。 

そういう 例 は 従来で も 決して 珍しく はなかった。 たと 

えば ブラウン 運動で も、 表面 膜の 「よごれ」 の 問題で 

もそう である。 まして や、 古典的 物理学の 基礎 をな し 

ていた 決定的 因果律に 根本的な 修正が 問題に なり、 統 

計 物理学の 領域に も 全く 新しい 進出の 曙光が 見られる 

今日に おいて、 特に ここで 問題と する ような 諸 現象 を 

列挙して 読者 の 注意 を 促す の も 決して 無益の わざ で は 

あるまい と 思われる ので ある。 

(1) 後に 述べる リ ー ゼ ガン グの輪 でも その他の 



もので も、 その 生成 は 時間 的に も 週期 的で あるが、 

しかし ここで statical と言うの は、 できあがった 

最後 の 形が 静的 だ という 意味で ある。 

昔、 自分ら の 学生時代に、 確率論の 講義 を 聞かされ 

たと きに 「理由 欠乏の 原理」 と 「理由 具足の 原理」 と 

の 話が あった こと を 思い出す。 この 前者に よれば、 た 

とえば 生長す るすべ て の もの は 円か 球になる はずで あ 

る。 どの 方向に 特に 延びる という 理由が 「ない」 とい 

うより はむしろ、 そういう 理由 を 「知らない」 ためで 

ある。 しかし、 自然 は 人間の 知らない いろいろな 理由 

を 知って おり、 持ち合わせ ている ために、 世界の 万物 



はこと ごとく 円 や 球 や 均質 平等で ある ことから 救われ 

るので ある。 二十 余 年の 昔、 いろいろ こういう 種類の 

こと を 考えて いた ころに、 何よりも まず わが国に 特有 

で 子供の 時から なじみの 深い 「金米糖」 という ものの 

形が 自分の 興味 を 引いた。 どうして あのよう に 角が で 

きる か、 どうして 角の 数が 統計的に 一 定 になる か、 こ 

の 疑問 を 年来いだ いて 今日に 至る 間に、 おりにふれて 

はこれ によく 似た いろいろの 問題が 次第 に 蓄積し て 来 

た。 しかし、 問題が 増す だけで 解釈の ほう は 遺憾な が 

ら、 いくら も 進まない が、 ただ、 これら 類似の 問題の 

中には、 いくらか 解釈の 見当の つき かけた もの も ある _ 



対流 渦に よる 波状 雲の こと は 今 さら 述べ るまで もな 

いが、 これに 類似の 縞 は、 近 ごろ 「墨 流し」 の 実験 を 

ぼくじゅう 

している ときに、 最初 表面に 浮かんだ 墨汁 の 層が、 時 

がた つに 従って 下層の 水中に 沈む 場合に も かなり きれ 

いに 発達す るの を 見る ことができた。 

もう 一 つ 対流 渦に よる 週期 的 現象で 珍し いのは 「構 

造 土」 と名づ けられる もので、 たとえば 乗 鞍 岳 頂上の 

つる いけ かめ いけ がんれ き 

鶴が 池、 亀が 池の ほとりに できる、 土砂と 岩 礫に よる 

き つ こう ちょう 

亀甲模様 や 縞模様で ある (1) 〔# 「(ー)」 は 注釈 番号〕。 

これ は 従来から も 対流 渦に よる ものと はされ ていたが、 

実際の 生成 機巧に ついては いろいろ 想像 説が あるに 過 



ふじのよ おきち 

ぎなかった。 近 ごろ 理学 士藤 野米吉 君が、 液の 代わり 

に 製菓 用の さらし 餡 を 水で 練った ものの 層に 熱 対流 を 

起こさせる 実験 を 進めた 結果、 よほどまで、 上記 自然 

現象の 機巧の 説明に 関する 具体的な 資料 を 得た ようで 

ちぶさ じょうせ きうん 

ある。 また これによ つて 乳房 状 積雲と はなはだしく 似 

た 形態 も 模倣す る ことができた。 

ふじ わら 

(1) これに ついては かって 藤 原 博士が 地理学 評 

論 誌上 で 論ぜ られた 事が ある。 

以上の ものと は 少し 違った 部類の ものであるが、 氷 

しょうにゅうせき えんすいけい 

柱 や 鐘乳石 が 簡単な 円錐形 または 紡錘形と なる 代わ 

りに、 どうかす ると、 表面に 週期 的の 皺 を 生じ、 その 



縦断 面の 輪郭が 波形と なる ことがある。 この 原因に つ 

いても あまりよ く 知る 人がない ようで ある。 この場合 

にも やはり 表面 を 流 下す る 液体の 運動に ある 週期 性が 

あって、 それが また 同時に 氷結と 融解、 あるいは 析出 

と 沈着との 週期 性 を 支配す る ものである、 とまで は 想 

像しても 悪くない であろう。 しかし この場合 にも 熱 的 

対流が 関係す るか、 それとも、 単に 流水 層の 渦 層の 器 

械的 不安定に よる もので あるか は、 今後の 詳細な 実験 

的 研究に よ つての み 決定 さるべき であろう。 

次に 思い及ぶ もの は、 だれもが 昔から よく 問題に す 

る、 水の 波 や 流れ やまた は 風に よる 砂 5i の 波形で ある。 



これ は、 地面に 近く、 水平 流速の 垂直 分布に 急な 変化 

が あるた めに 存 する 渦動 層が、 不安定の ために 個々 の 

渦 柱に 分裂す る 結果であろう とまで はわ か つてい るが、 

, J の 波形 の 波長 を 何が 決定す る かとい う 肝心な 問題 は、 

今日で も ほとんど 昔の ままに 残されて いるよう である。 

この 現象 は 単に 上 を 流れる 流体の みならず、 地盤と な 

る 砂 や 泥の 形質に もよ るら しいから、 問題 は 決して そ 

う 簡単で な いであろう。 

じんぞう 

これと 密接な 関係の ある もの は、 クントの 塵 像で あ 

る。 これに 関する 周知の ケ— ニヒの 説明の 不十分な こ 

と はだれ しも 同感であった らしい。 最近に、 アンド 



ことで あろうが、 精確な 説明 はそう 容易に は 与えられ 

ない。 

クラドニ 板 上の いろいろの 像 や、 高周波 振動 をす る 

水晶 板で 生ずる 粉の 像な どに もや はり 共通な 問題が 潜 

んで いるら しい。 

要するに これらの 問題の 基礎に は 「粉」 という 特殊 

な 物の 特性に 関する 知識が 重大な 与件と して 要求され 

る にもかかわらず、 それが ほとんど 全く 欠乏して いる _ 

そうして ただ 現象の 片側に 過ぎない 流体 だけの 運動 を 

いくら 論じて みても 完全な 解釈が つきそう にも 思われ 

たいせき 

ない。 粉状 物質の 堆積 は、 ガスで も、 液で も、 弾性体 



ら ないような 種類の 現象で あるか もしれ ない。 

そういう 科学的な 週期 的 形 像 中の 最も 顕著な もので、 

従来はな はだ 多くの 研究の 対象と なった もの は、 いわ 

ゆる リ ー ゼ ガン グの 現象で ある。 これに 関して はかな 

り いろいろな 説明 的 理論 も 提出され ており はする が、 

一 言で 言って しまえば、 要するに ほとんど まだ 目鼻 も 

つき かねた ような ありさま であるら しい。 ともかくも 

この 現象 は 拡散に 随伴す る 週期 的 現象で ある。 言わば 

〔# 「入」 の 中に 「4 匕 を 含む イマ ジナリ —な 部分 

から 成る 拡散 現象で あると も 言われる。 おもしろ いこ 

とに は、 また 一方で、 自然界に 存 する 実際の すべての 



ン ま づ J. う 

縞瑪瑙の 縞が リ ー ゼ ガン グ 類似の 現象に よ つ て 生じ 

たもの だとい うこと になって いるら しいが、 あの 不規 

則な 縞が それだけで うまく 説明され るか どうか、 ここ 

にも 疑問が あると 思われる。 

また 少し 脱線で は あるが 雲紋 竹と 称して、 竹の 表面 

に 褐色の 不規則な 輪 紋を呈 した ものが ある。 これ は 

人工的 加工で こしらえ たもの も 多い ようで あるが、 も 

ばいきん 

と はや はり 天然の 植物 黴菌 か 何 かで できた ものが ある 

ので はない かと 思われる。 そう 言えば 培養 さ れ た 黴菌 

の 領土の 型式の 中に も 多少 類似の ものが あつたよ うに 

思う が、 これ も 何 かの 思い違い かもしれ ない。 しかし 



範囲が 見いだ される。 これに 関して はかえ つて 地質学 

者の 多くが 懐疑 的で あるよう に 見える が、 物理学者の 

目から 見れば、 この 適用 は、 もし 適当な 注意の もとに 

行なわれ さえ すれば、 むしろ 当然の 試みと して 奨励 遂 

行 さるべ きものと 思われる。 

しゅうさ よく 

地殻の 皺 曲 や 割れ目 やす ベリ 面の 週期 性に 因って 

第二次 的に 決定され る 地形の 週期 性の ある こと、 それ 

によって また あらゆる 天然ない し 人間的な 週期 性が 現 

われる こと も 注意に 値い する。 

河流の 蛇行 径路に ついては 従来 いろいろの 研究が あ 

り、 かの 有名な アル ベルト. アイ ンシ ユタ インまで が 



一説 を 出して いたよう である。 しかし 場合によって は 

しんしょ くさよう 

これが 単に 河水の 浸蝕 作用 だけではなくて、 もっと 第 

ちかく 

一次 的な 地殻 変形の 週期 性に よって、 たとえ 全部 決定 

されず とも、 かなり 影響され た 場合が あり はしない か 

と考えられる。 蛇行の 波長が 河床の 幅に 対して 長いよ 

うな 場合に 特に これが 問題になる であろう。 これ は 地 

形 学者の 再検討 を わずらわした い 問題で ある。 

へ いこ-つじ ま 

以上 述べた ものの 多く は、 言わば 「並行 縞」 と 呼ば 

れ るべき 形態の もので あつたが、 このほか になお 「放 

射 縞」 と 言わるべき ものが ある。 もっとも、 上述の 中 

すすき 

でも、 噴泉 塔の 縞 や、 鈴 木 君の 円 板の 割れ目な どもむ 



て 大胆す ぎた 想像で あるが 一 つの 暗示と して 付記する。 

リヒ テンべ ルグの 場合に 放電 板の 裏側に できる 第一 一 

次 像の 同心 環が 米 田 氏の 現象に 類す るの は 注意すべき 

事で ある。 

つ つ いとし まさ 

近来 筒井 俊 正 君が 研究して いる 一 種の 特殊な 拡進現 

象に もまた リヒ テンべ ルグ陽 像な どと いくぶん 似た 部 

類に 属する ものが ある。 それ は 二 枚の 平面 板の間に 粘 

のり じょ-つ 

性 あるいは 糊 状 の 液体 を 薄 層と して はさんで おいて、 

急に その 一 一枚の 板 を 引き離す ときに できる きれいな 模 

様の 中の ある ものである。 この 模様の 分岐の しかたに 

も 一種の 週期 性が ある。 しかし この場合に おいても こ 



ク トルに 当たる ので ある。 こう 考える と、 形が 不規則 

だと か、 reproducible でない からと か 言って 不規則 

な 放射 像 を 物理学の 圏外に 追い やる 必要 はないで あろ 

う。 光の 場合の 不規則 は 人間の 感官 認識 能力の 低度な 

おかげで 「見えない」 から 平気で あるが、 現在の 場合 

は 「見える」 からかえって 困る ので ある。 盲者の 幸福 

が ここに も ある。 

しま 

とにかく こういう ふうに 考えれば、 完全 週期 的な 縞 

と 不規則な 縞と を ひとまとめに 論ずる 事が それほど 乱 

暴で ない という こと だけ は 首肯され るであろう。 

以上の ほかに も 天然の 縞模様の 例 はたく さん あるで 



やみ 

る。 この場合の 機巧 もま だ 全く 闇の 中に ある。 ことに 

よると これ は electroc^pillElry piienomenai を考 * ス 

に 入れて 始めて 明らかにさるべき 現象 かと 想像 さ れる。 

でなければ コロイド に関する 物理に は まだまだ 未開の 

領土が 多い 事 を 指示す る ものであろう。 

このほかに もま だいろ いろ あるで あろうが あまりに 

予定の 紙数 を 超過す るから まず このへんで 筆 をお く 事 

ず ざん 

とする。 このはな はだ 杜撰な 空想的 色彩の 濃厚な 漫筆 

が 読者 の 中の 元気で 自由で 有為な 若い 自然 研究者 に な 

んら かの 新 題目 を 示唆す る ことができれば 大幸 である。 

た だ 記述が あまりに 簡略に 過ぎ て わかりにくい 点が 多 



いこと と 思われる が、 そういう 点に ついては どうか 

そうめい 

聡明なる 読者の 推 読 を わずらわした い。 

(昭和 八 年 二月、 科学) 



底本： 「寺 田寅彦 随筆集 第 四 巻」 小 宫豊隆 編、 岩波 文 

庫、 岩波 書店 

1948 (昭和^) 年 5 月^日 第 ー 刷 発行 

1963 (昭和お) 年 5 月 S 日 第^ 刷 改版 発行 

1997 (平成 9) 年 6 月^日 第 g 刷 発行 

※底本の 誤記 等 を 確認す るに あたり、 「寺 田寅彦 全集」 

(岩波 書店) を 参照し ました。 

※底本で は、 注釈 番号 は、 本文の 右 脇に ルビの ように 

組まれて いる。 

入力 ： (株) モモ 

校正 ： かとう かおり 



2 000 年^ 月 3 日 公開 

2 003 年^ 月^日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozorpgr.jp/) で 作られました。 入力、 

校正、 制作に あたった の は、 ボランティアの 皆さんで 



